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バルトフェライトに正方歪を加えるときに発現する一軸磁気異方性エネルギー (𝐾𝐾u) は𝐾𝐾u =






どこまで増大するのか実証を行っている。X 線回折実験や断面 TEM 観察など丁寧な構造解析
と、外挿法を用いた磁気異方性の評価を行った結果、歪量が最大の試料で − 5.9 MJ/m3 もの
巨大な負の一軸磁気異方性エネルギーが発現していることを見出している。この大きさは、永久
磁石材料として知られているNd2Fe14Bのそれに匹敵するものである。また磁気弾性定数は𝐵𝐵1 =0.15 ± 0.01 GJ/m3であり、この値はバルクの磁気弾性定数(𝐵𝐵1 = 0.14 GJ/m3)と同程度であるこ




ル磁気抵抗効果 (SMR) は、2013 年に Y3Fe5O12/Pt で初めて見出され、その後様々強磁性
絶縁体（FMI）と非磁性金属（NM）からなる FMI/NM の組み合わせで SMRが報告されてきた
ものの、いずれの FMI も磁気異方性が極めて小さな材料のみであった。よって, 磁気異方性が
強い系において SMR がどのように現れるかは明らかではなかった。そこで磁気異方性が強いコ































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
